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～ 私たちの愛するまち「高浜市」を未来へとつなげていくために ～

第６次高浜市総合計画推進会議④
目標の達成状況、課題、見直し・改善（案）などを点検・確認！

第３回・第４回の総合計画推進会議（7月29日・8月５日開催）では、中期基本計画（平成26～29年度）に掲
げる11目標について、目標達成状況はどうだったか、平成26年度の取組内容や成果・課題、課題解決に向けた今後
の見直し・改善（案）など、行政内部の点検・検証結果を、担当部
署の職員から発表しました。
そして、高浜市をよりよいまちにしていくためにはどうしたらよ

いか、目標の達成に向けて改善すべき課題や今後の取組みにつなが
るアイデアなどについて、意見交換を行いました。
（点検・確認にあたっての着眼点は、広報7月15日号に掲載）

▲目標（３）
タカハマ！まるごと宝箱　
～みんなで鬼みちを歩こう～

▲目標（１）
自治基本条例　出前授業

▲目標（２）
「公共施設のあり方」説明会

平成
26年度
目標達成
に向けた
主な
取り組み

（２）
将来を見据えた
計画的・効果的な
財政運営を行います
【財政運営】

目標

（１）
まちへの想いを育み、
未来を切り開く
チカラを高めます
【協働・自治】

取組みから見えてきた課題と
今後の見直し・改善（案）の概要

①まちづくりの裾野を広げる取組み
活動紹介を強化する。若い世代が参加できるまち
づくりワークショップを開催する。

②市民・団体・企業などの連携強化
活動を知り、連携を深める場（例：まちづくりフ
ォーラム）を設ける。男性のまちづくりへの参
加・協力を促す。

③職員の地域活動参加を後押しする仕組みづくり
地域活動のきっかけづくりなどに取り組む。

①自主財源の確保・歳出削減の取組みの推進
工業用地の創出や企業誘致に取り組む。事業費削
減計画を含む長期財政計画を策定する。

②公共施設の老朽化問題への対応
公共施設マネジメント基本条例の制定、第三者評
価委員会の設置、公共施設等総合管理計画の策定
に取り組む。

③市の財政状況に対する市民の理解を深める
当初予算や決算の概要版を作成する。

・公共施設のあり方については、
市民も十分に理解しないといけ
ない課題。周知の工夫が必要で
ある。
・財政状況の紹介にあたっては、
どのラインなら健全といえるの
かがわかるように示すと、市民
の関心・理解が高まるのではな
いか。

・地域活動に取り組んでいる企業
も多い。人材もいる。活動の紹
介、活用などに取り組んでほし
い。
・市民・地域とともにまちづくり
を進めるため、自治体職員には
プロデューサー、コーディネー
ター、アドバイザーとしての能
力が求められる。

推進会議からの主な意見

①学びの輪の広がり
全世代が「まちの魅力を知りたい」「まちのため
に何かしたい・役立ちたい」といった想いを高め
られる仕組みを構築する。

②たかはま夢・未来塾の充実
子ども目線でプログラムのあり方を検討する。

③生涯学習・スポーツ施設のあり方
高浜小建て替えなどに合わせ、体育センターや図
書館などの機能移転を進める。県へ高浜緑地の早
期整備を働きかける。

・学びの輪の拡大に向けては、地
域にはどんな特技などを持った
人材がいるのかを洗い出し、紹
介・活用していくことが大切で
ある。
・子どもへのアプローチを通じ
て、親を巻き込むことが有効で
ある。

（３）
人と学びの輪を広げ、
まちのチカラを育みます

【生涯学習】
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 中期基本計画（H26～H29）の取組みから見えてきた課題・今後の取組みの方向性を点検・確認！

▲目標（６）
愛知県三河の窯業展
（東京ビッグサイト）

▲目標（４）
異校種間連携事業（小６－中１）

▲目標（５）
保育園運営（地域の方たちとの交流）

目標

（５）
地域ぐるみで子育ち・
子育てを支えます
【子育ち・子育て】

取組みから見えてきた課題と
今後の見直し・改善（案）の概要

（４）
学校・家庭・地域が
連携を深め、12年間の
学びや育ちをつなげます

【学校教育】

①幼・保、小、中の垣根を超えた教職員の連携のた
めに
教職員の異校種参観を拡大する。
②「高浜カリキュラム」改善に向けて
児童が主体的に取り組める魅力ある単元を開発す
る。
③「めざす子ども像」実現のために
保護者や地域と連携し、あいさつ運動や登下校の
見守り、読書タイムなどに取り組む。

①さらなるごみ減量の取組み
県など関係機関と連携を密にしながら取り組む。
②町内会が運営する分別収集拠点の検討
拠点数、収集時間、管理方法について検討する。
③子ども環境美化推進員登録の拡大
小学校などが企画した環境学習を支援する。

（６）
産業を活性化して、
まちを元気にします
【産業・観光】

①新たな工業用地創出に向けた調査・研究
県など関係機関と連携を密にしながら取り組む。
②地場産業の三州瓦の販売方法の検討
被災地の復興住宅など、販路拡大の取組みを支援
する。
③高浜市の魅力を高め、活性化の動機づけを図る
観光協会が実施する地域資源発掘の取組みなどを
支援する。

①保育サービスなどの拡充
子ども・子育て支援事業計画に沿った事業推進を
する。幼稚園などを活用し、保育園の待機児童対
策を図る。
②地域での世代間の関わりの拡大
日ごろから身近な場所で、子育て中の親子が安心
できる、世代を超えた居場所づくりを推進する。
③関係者と連携した取組みの強化
子育て情報を入手しやすい環境づくりや、団体間
の情報共有などを進める。

・子どもたちを地域ぐるみで見守
り、育てることは大切なことで
ある。「めざす子ども像」のカ
レンダーの作成趣旨が、保護者
や地域住民に伝わるように、説
明・活用していただきたい。

・三州瓦のよさを、もっと広くア
ピールし、広く売り込んでほし
い。

・約１年で市内法人数が24社、
雇用者数が1,641人増加した
ことは、大変心強い。

・指標「子どもを産み、育てやす
いと感じている人の割合」を高
めていくためには、若い世代が
どんな情報・サービスなどを求
めているのか、声を聞き取るこ
とが大切である。

推進会議からの主な意見

・指標「公園・緑地、街路樹や水
辺空間づくりに参加してことが
ある人の割合」を向上させてい
くための具体的な取組みが不足
している。

①長寿命化に向けた取組み
予防保全型の維持管理を計画的に進め、将来にわ
たる維持管理・更新コストの縮減に努める。
②地域と連携し、特性を活かした憩いの場づくり
地域に対する愛着を高め。公園づくりなど携わる
市民を増やしていく。
③長期的な視点と国・県などとの連携
関係機関と連携し、財政状況をふまえながら事業
を推進する。

（８）
ハーモニーを奏でる
快適な都市空間を
つくります
【都市基盤】

・指標「環境美化推進員の人数」
について、目標が「みんなでま
ちをきれいにします」なのだか
ら、学校だけでなく、広く登録
呼びかけを行う必要があるので
はないか。

（７）
みんなでまちを
きれいにします
【環境美化】


